集古会会員と中世典籍類の蒐集・継承について : 在九州会員江藤正澄をめぐる覚書 by 牧野 和夫 et al.
集
古
会
会
員
と
中
世
典
籍
類
の
蒐
集
・
継
承
に
つ
い
て
―
―
在
九
州
会
員
江
藤
正
澄
を
め
ぐ
る
覚
書
―
―
牧
野
和
夫
は
じ
め
に
集
古
会
初
期
会
員
江
藤
正
澄
に
つ
い
て
は
、
考
古
資
料
の
蒐
集
研
究
に
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
考
古
学
の
黎
明
期
に
足
跡
を
残
し
た
こ
と
は
既
に
顕
彰
さ
れ
て
い
る
（
斎
藤
忠
氏
『
日
本
考
古
学
史
』〈
昭
和
四
十
九
年
吉
川
弘
文
館
〉）。
た
と
え
ば
、
手
近
な
横
浜
市
立
中
央
図
書
館
の
所
蔵
す
る
九
州
の
考
古
学
史
に
ふ
れ
た
書
物
に
も
指
摘
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
極
端
に
短
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
で
は
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
の
目
録
類
へ
至
る
一
件
が
検
出
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
集
古
会
の
初
期
会
員
の
多
く
が
日
本
考
古
学
・
人
類
学
の
領
域
に
精
通
し
て
い
た
好
古
家
で
、
坪
井
正
五
郎
や
発
起
人
の
八
木
奘
三
郎
・
大
野
延
太
郎
な
ど
は
人
類
学
教
室
に
属
し
、
斯
界
を
領
導
す
る
立
場
に
あ
り
、
例
会
設
立
当
初
は
出
品
類
も
考
古
資
料
が
目
に
付
く
の
で
あ
る
（
坂
野
徹
氏
「
好
事
家
の
政
治
学
―
坪
井
正
五
郎
と
明
治
期
人
類
学
の
軌
跡
―
」〈『
思
想
』
２
０
０
０
、
１
月
号
〉
他
）。
集
古
会
は
草
創
期
人
類
学
会
員
の
「
気
軽
な
集
ま
り
」
と
し
て
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
大
野
延
太
郎
や
三
村
竹
清
な
ど
の
思
い
出
で
周
知
の
こ
と
が
ら
で
も
あ
り
、
省
略
す
る
。
昭
和
十
年
九
月
刊
集
古
会
例
会
二
百
回
記
念
会
員
名
簿
『
千
里
相
識
』
に
は
江
藤
正
澄
の
名
を
拾
え
な
い
が
、
集
古
会
誌
掲
載
の
会
員
名
簿
を
た
ど
る
と
、
明
治
三
十
六
年
三
月
刊
『
集
古
会
誌
』
の
「
地
方
通
常
会
員
」
名
簿
欄
に
「
福
岡
市
簀
子
町
江
藤
正
澄
」
と
あ
る
の
が
初
出
、
九
州
地
方
で
は
他
に
「
熊
本
市
千
及
町
五
六
高
木
敏
雄
」
を
見
い
だ
す
の
み
で
あ
る
。
明
治
三
十
七
年
三
月
刊
、
三
十
八
―３０―
年
三
月
刊
の
同
誌
に
「
江
藤
正
澄
」
の
名
が
あ
り
、
三
十
九
年
五
月
刊
の
同
誌
に
は
、「
研
究
蒐
集
或
は
趣
味
を
有
す
る
品
目
を
附
し
」
た
名
簿
に
「
汎
く
古
器
を
好
む
福
岡
市
簀
子
町
江
藤
正
澄
」
と
あ
り
、「
比
較
神
話
学
熊
本
市
千
及
町
五
六
／
第
五
高
等
学
校
教
授
高
木
敏
雄
」
に
並
ぶ
。
明
治
四
十
一
年
十
月
・
四
十
四
年
一
月
刊
同
誌
名
簿
に
も
「
江
藤
正
澄
」
の
名
は
認
め
る
が
、
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
、
七
十
七
歳
に
て
病
没
す
る
。
大
正
九
年
二
月
刊
同
誌
掲
載
名
簿
「
地
方
会
員
九
十
一
名
」
中
に
既
に
そ
の
名
は
な
く
、
大
正
十
年
十
月
刊
同
誌
「
地
方
会
員
百
七
名
」
並
び
に
大
正
十
一
年
十
月
刊
同
誌
掲
載
名
簿
「
地
方
会
員
百
十
七
名
」
中
に
も
江
藤
の
名
が
な
い
の
は
、
そ
の
故
で
あ
る
。
江
藤
正
澄
は
、
集
古
会
の
発
会
・
草
創
期
に
や
や
遅
れ
て
会
員
整
備
拡
大
期
の
明
治
三
十
六
年
頃
に
入
会
し
、
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
、
病
没
す
る
ま
で
会
員
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
十
年
九
月
刊
『
千
里
相
識
』
に
は
江
藤
正
澄
の
名
は
、
当
然
な
い
こ
と
に
な
る
。
寄
稿
し
た
形
跡
も
な
く
、
江
藤
正
澄
が
集
古
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
は
、
従
っ
て
一
般
的
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
在
九
州
の
初
期
会
員
と
し
て
典
籍
蒐
集
に
対
す
る
見
識
の
高
さ
に
お
い
て
、
特
筆
す
べ
き
人
物
で
あ
っ
た
。
事
実
、
林
若
吉
宛
の
葉
書
も
現
存
し
、「
東
京
麹
町
／
３６
―
９
―
２１
／
后
１
・
２０
（
明
治
三
十
六
年
九
月
二
十
一
日
）」
の
消
印
（
後
掲
写
真

）
で
旧
知
の
仲
と
考
え
ら
れ
る
内
容
で
あ
る
。
詳
細
は
、
別
に
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
葉
書
末
に
「
三
村
横
尾
両
君
へ
御
序
に
宜
敷
御
伝
へ
被
下
云
々
」
と
あ
り
文
行
堂
横
尾
勇
之
助
や
三
村
竹
清
と
も
旧
知
の
仲
で
あ
っ
た
。
大
阪
の
鹿
田
静
七
と
も
書
物
購
入
な
ど
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
国
学
・
神
職
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、「
考
古
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
縦
横
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
「
福
岡
市
簀
子
町
」
に
居
し
て
、
資
料
性
の
高
い
古
書
を
収
集
し
、
晩
年
は
名
古
屋
の
集
古
会
会
員
奥
田
抱
生
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
燐
票
蒐
集
に
精
を
出
し
た
と
い
う
。
江
藤
正
澄
の
年
譜
と
し
て
は
、
正
澄
の
五
十
周
忌
に
当
た
る
昭
和
三
十
五
年
に
「
辱
知
の
諸
彦
」
に
呈
さ
れ
た
孔
版
刷
り
の
『
江
藤
正
澄
翁
略
年
譜
』（
筑
紫
豊
編
）、
同
じ
く
五
十
九
回
忌
に
当
た
る
昭
和
四
十
四
年
公
刊
の
筑
紫
豊
氏
『
秋
月
が
生
ん
だ
明
治
の
文
化
人
江
藤
正
澄
の
面
影
』（
秋
月
郷
土
資
料
館
）
が
詳
細
で
あ
る
。
筑
紫
豊
氏
は
『
江
藤
正
澄
翁
略
年
譜
』
の
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
「
好
古
家
、
有
職
家
、
歴
史
家
、
歌
人
、
社
会
教
育
家
、
い
ず
れ
の
方
面
か
ら
見
て
も
、
翁
は
明
治
時
代
に
お
け
る
文
化
人
と
し
て
第
一
等
の
人
物
で
あ
っ
た
」
と
評
し
て
い
る
。
初
期
集
古
会
の
会
員
が
、
古
典
籍
、
と
り
わ
け
漢
籍
（
宋
版
な
ど
）
や
中
古
・
中
世
（
即
ち
近
世
以
前
）
の
典
籍
に
つ
い
て
も
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
元
来
「
古
書
」
は
「
考
古
」
の
範
疇
に
入
る
重
要
な
一
分
野
で
あ
っ
た
。
―３１―
一
、『
随
神
屋
蔵
書
目
録
書
籍
之
部
』
江
藤
正
澄
の
旧
蔵
書
に
つ
い
て
は
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
随
神
屋
蔵
書
目
録
書
籍
之
部
』
三
冊
が
、
最
も
参
考
に
な
る
。
第
一
冊
の
「
古
今
の
こ
と
知
ら
ん
と
ほ
り
せ
ば
、
古
今
の
文
に
よ
ら
さ
る
べ
か
ら
す
」
に
始
ま
る
「
書
目
端
か
き
」
の
末
に
は
、「
明
治
三
十
九
年
四
月
十
日
福
岡
市
簀
子
町
三
十
七
番
地
／
随
神
屋
の
あ
る
し
／
正
七
位
江
藤
正
澄
」
と
あ
り
、
正
澄
が
自
ら
筆
を
と
り
、
明
治
「
二
十
九
年
」「
伊
勢
徴
古
館
へ
数
（
右
傍
「
七
」）
千
巻
（
右
傍
「
種
」）」
を
奉
納
し
、「
三
十
五
年
」
に
は
「
大
宰
府
神
社
へ
」「
凡
三
千
種
」
を
納
め
た
後
の
残
り
の
家
蔵
善
本
「
珍
書
類
」
の
分
類
・
整
理
を
試
み
た
際
の
目
録
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
第
二
冊
目
（
書
籍
之
部
）
分
類
の
項
目
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
第
一
古
写
経
／
第
二
古
刊
経
／
第
三
古
写
本
／
第
四
古
法
帖
／
第
五
古
図
画
／
第
六
古
横
本
／
第
七
朝
鮮
板
／
第
八
書
籍
目
六
／
第
九
随
筆
／
第
十
古
印
譜
／
第
十
一
古
銭
譜
／
第
十
二
神
祇
書
」
１
・
オ
第
十
三
姓
氏
・
人
物
伝
／
第
十
四
地
誌
〔
社
寺
縁
起
／
宝
物
目
六
〕
／
第
十
五
漢
籍
字
書
／
第
十
六
有
職
書
／
第
十
七
假
字
字
類
／
第
十
八
動
植
物
類
／
第
十
九
武
器
書
／
第
二
十
ヽ
」
と
第
二
十
迄
項
目
を
わ
け
、「
目
六
終
り
」
と
記
す
。「
凡
例
」
と
し
て
「
一
此
書
目
録
ハ
随
神
書
屋
中
ニ
旧
蔵
ス
ル
所
ノ
書
籍
ノ
部
ニ
シ
テ
如
何
成
懇
望
人
ト
雖
／
売
買
ヲ
許
サ
ル
ヽ
ノ
ミ
カ
渾
テ
門
外
不
出
ノ
禁
本
ナ
リ
／
一
自
第
一
号
至
六
号
テ
部
類
ス
ル
所
ハ
更
ニ
趣
旨
有
ニ
非
ス
只
便
宜
ノ
所
ヨ
リ
引
出
ス
マ
／
ヽ
記
載
ス
ル
ニ
拠
ル
…
…
（
以
下
略
）
…
…
…
」
凡
例
に
拠
れ
ば
神
宮
徴
古
館
へ
の
奉
納
以
前
の
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
一
月
の
作
成
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
如
何
成
懇
望
人
卜
雖
売
買
ヲ
許
サ
ゝ
ル
ノ
ミ
カ
渾
テ
門
外
不
出
ノ
禁
本
ナ
リ
」
と
あ
り
、
正
澄
蒐
集
の
善
本
を
著
録
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
中
古
・
中
世
に
係
る
典
籍
類
が
集
中
す
る
「
第
一
古
写
経
部
」「
第
二
古
版
經
巻
部
」「
第
三
古
写
本
部
」
を
紹
介
す
る
。
随
神
屋
蔵
書
目
録
二
（
０１０
／
２
／
３
）
随
神
屋
所
蔵
目
録
第
一
古
写
経
部
「
於
寧
楽
骨
董
家
購
焉
」（
頭
書
。
以
下
同
じ
「
」
を
附
す
）
一
法
華
経
玄
賛
巻
第
二
本
一
冊
大
和
法
隆
寺
旧
蔵
也
天
平
年
間
物
筆
者
未
詳
「
与
豊
前
松
本
正
足
氏
交
換
焉
」
一
大
灌
頂
経
巻
第
七
一
巻
―３２―
右
同
寺
一
切
経
之
印
有
奥
書
云
○
（
次
氏
三
室
）
天
平
三
年
八
月
九
日…
…
（
中
略
）
…
…
「
従
宗
像
旧
神
官
某
氏
恵
贈
」
一
大
宝
積
経
第
七
十
一
一
巻
宗
像
神
社
旧
蔵
奥
書
云
文
治
五
年
己酉
七
月
廿
七
日
乙
酉
日
書
之
一
切
経
一
筆
書
写
行
人
良
祐
已
下
略
俗
謂
宗
像
田
島
一
切
経
者
…
…
（
中
略
）
…
…
／
第
二
古
版
經
巻
部
／
「
於
福
岡
購
求
之
／
濱
南
嶺
愛
蔵
」
／
一
法
集
経
巻
第
六
一
折
／
宋
版
陳
全
印
造
所
傅
未
詳
／
「
於
南
都
骨
董
／
家
購
焉
」
／
一
首
楞
厳
經
九
之
十
一
冊
／
東
大
寺
惣
持
院
旧
蔵
松
浦
北
海
翁
云
此
經
可
元
板
矣
／
…
…
（
中
略
）
…
…
／
（
印
造
陳
全
に
つ
い
て
、
中
尊
寺
宋
版
大
蔵
経
の
開
元
寺
版
刷
印
時
期
十
二
世
紀
後
末
期
と
す
る
）
「
於
南
都
一
骨
董
舗
求
之
」
一
円
覚
経
略
疏
之
鈔
第
一
之
二
欠
一
冊
奥
書
云
永
仁
参
年
乙
未
五
月
十
四
日
書
写
之
畢
執
筆
大
宋
圀
杭
州
路
仁
私
（
和
）
縣
居
人
智
恵
之
海
印
寺
常
什
物
／
…
…
（
中
略
）
…
…
一

陽
石
経
一
折
是
宗
像
神
社
境
内
所
存
阿
弥
陀
経
石
也
宝
暦
六
年
正
月
筑
前
釈
宗
朗
跋
文
云
相
伝
治
承
中
内
「
秋
月
磯
氏
蔵
本
」
一
勅
脩
百
丈
清
規
一
冊
大
智
寿
禅
寺
住
持
臣
僧
徳

奉
勅
重
編
至
元
二
年
序
跋
有
之
宇
治
興
聖
寺
旧
蔵
天
正
八
年
霜
月
自
書
之
云
々
巻
中
書
入
可
別
人
一
層
有
時
代
矣
…
…
（
中
略
）
…
…
／
第
三
古
写
本
部
附
近
世
名
家
写
本
／
…
…
（
中
略
）
…
…
「
秋
月
磯
氏
旧
蔵
同
上
」
一
論
語
義
疏
拾
冊
奥
書
无
オ
コ
ト
点
付
之
可
鎌
倉
末
年
物
靖
曠
子
○
〔
朱
〕
印
捺
焉
重
訂
識
者
矣
…
…
（
中
略
）
…
…
「
秋
月
磯
氏
旧
蔵
購
得
之
」
一
尚
書
宇
治
興
正
寺
旧
蔵
奥
書
无
之
室
町
○
〔
末
〕
年
代
物
「
同
上
」
一
古
文
孝
経
同
蔵
オ
コ
ト
点
付
之
奥
書
无
之
同
筆
也
「
同
上
」
一
大
学
―３３―
同
蔵
同
点
付
之
奥
書
此
本
加
一
見
朱
墨
両
方
点
無
相
違
頗
可
謂
証
本
矣
文
亀
第
三
卯
月
初
十
清
三
位
入
道
常
益
中
略
次
永
正
二
年
五
月
十
九
日
左
大
史
小
槻
宿
禰
判
以
故
入
道
証
明
之
点
本
被
遂
其
功
説
〔
訖
歟
〕
寔
為
後
葉
亀
鏡
而
已
給
事
中
宣
賢
判
以
同
筆
改
之
元
亀
天
正
年
間
之
写
本
也
…
…
（
中
略
）
…
…
「
明
治
八
年
十
月
於
奈
良
骨
董
家
購
得
焉
」
一
太
平
記
三
十
六
冊
奥
書
云
本
云
弘
治
三
年
臘
月
中
旬
於
舜
照
半
佐
之
蝸
舎
写
独
清
再
治
之
鴻
書
□
（
乞
）
下
略
法
印
弁
叡
記
之
永
禄
三
年
仲
冬
下
旬
索
林
学
士
以
□
□
〔
古
写
〕
本
不
違
片
画
書
写
給
畢
下
略
法
印
証
之
長
野
誠
翁
云
此
本
玄
慧
法
印
之
旧
本
○
〔
之
〕
儘
写
者
常
無
之
珍
書
云
々
「
秋
月
磯
氏
旧
蔵
同
上
」
一
周
易
二
冊
宇
治
興
正
寺
旧
蔵
右
与
尚
書
大
学
等
同
写
本
「
同
上
」
一
黄
石
公
三
略
同
寺
蔵
元
奥
書
…
…
（
中
略
）
…
…
「
秋
月
磯
氏
旧
蔵
同
上
」
一
胡
曽
詩
抄
奥
書
云
永
正
十
年
紀
伊
無
漏
之
郡
北
山
荘
長
禅
寺

璞
是
亦
宇
治
興
正
寺
旧
蔵
也
…
…
（
中
略
）
…
…
「
秋
月
磯
氏
旧
蔵
同
上
」
一
論
語
何
晏
集
解
四
冊
奥
書
云
此
書
文
増
減
字
異
同
多
共
以
不
一
同
以
唐
本
欲
決
之
未
求
得
之
専
以
当
家
古
本
取
準
的
書
写
之
卒
終
朱
墨
功
訖
永
正
九
年
二
月
九
日
少
納
言
清
原
朝
臣
判
文
字
増
減
年
来
不
審
以
数
多
家
本
雖
令
校
合
共
以
不
一
揆
爰
唐
本
不
慮
感
得
之
間
即
校
正
之
処
相
違
非
一
但
古
本
之
躰
今
非
可
改
易
仍
昭
注
之
両
存
焉
就
家
説
於
無
害
之
文
字
者
以
朱
消
之
是
又
非
憶
説
黄
表
紙
家
本
如
此
類
有
之
後
朱
以
此
本
可
為
証
本
者
乎
永
正
十
七
年
九
月
廿
三
日
給
事
中
清
原
宣
賢
此
本
亦
宇
治
興
正
寺
旧
蔵
也
可
珍
重
物
「
同
上
」
一
禅
儀
外
文
集
一
冊
奥
書
云
延
文
丁
酉
秋
登
公
写
之
耳
烏
焉
帝
―３４―
虎
吾
奈
之
〔
誤
〕
以
俟
識
者
斤
正
矣
肯
堂
尚
出
宇
治
興
正
寺
旧
蔵
本
也
近
く
は
博
多
の
骨
董
店
、
時
に
足
を
伸
ば
し
て
東
京
・
奈
良
・
京
都
の
骨
董
古
書
店
で
購
入
し
た
り
、
同
好
の
士
と
の
交
換
な
ど
で
収
蔵
し
た
典
籍
で
あ
り
、
そ
の
注
記
か
ら
判
断
す
る
に
、
典
籍
の
新
古
・
内
容
な
ど
に
関
す
る
的
確
な
観
察
が
随
所
に
示
さ
れ
、
古
書
に
対
す
る
相
当
の
知
識
の
蓄
積
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
多
く
が
神
宮
文
庫
・
神
宮
徴
古
館
に
収
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
蒐
集
資
料
は
、
い
わ
ゆ
る
「
名
物
」
で
は
な
く
（
こ
の
点
が
、
後
代
の
研
究
者
の
看
過
し
て
き
た
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
）、
資
料
的
価
値
の
高
い
、「
考
古
」
に
適
う
も
の
が
多
く
、
中
世
文
化
・
文
学
の
方
面
か
ら
俯
瞰
す
る
と
き
、
飛
躍
的
な
研
究
の
進
展
を
み
た
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
活
用
を
み
た
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
と
関
連
す
る
と
考
え
る
。
二
、
江
藤
文
庫
本
と
中
世
（
文
学
・
文
化
）
研
究
中
世
文
学
研
究
の
進
展
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
江
藤
正
澄
旧
蔵
の
典
籍
資
料
と
し
て
、
既
に
全
面
的
な
紹
介
が
な
さ
れ
た
一
、
二
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
第
一
に
「
奥
書
云
永
正
正
十
年
紀
伊
無
漏
之
郡
北
山
荘
長
禅
寺
／
是
亦
宇
治
興
正
寺
旧
蔵
也
」
と
あ
る
「
胡
曽
詩
抄
」
で
あ
ろ
う
。
黒
田
彰
編
『
胡
曽
詩
抄
』（
一
九
八
八
年
二
月
、
三
弥
井
書
店
）
に
よ
る
と
、
玄
恵
法
印
作
と
伝
え
る
『
胡
曽
詩
注
』
は
「
胡
曽
詩
抄
」
と
も
い
い
、
一
九
八
八
年
当
時
の
中
世
文
学
研
究
の
視
界
に
入
る
こ
と
の
な
い
書
物
の
ひ
と
つ
で
「
そ
の
室
町
文
芸
に
与
え
た
影
響
は
決
し
て
小
さ
く
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
殆
ん
ど
顧
み
ら
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
伝
本
に
つ
い
て
は
黒
田
氏
著
書
に
譲
る
。
神
宮
本
が
古
鈔
本
で
善
本
と
考
え
ら
れ
、
当
該
書
の
翻
刻
底
本
に
撰
定
さ
れ
た
。
簡
略
に
書
誌
事
項
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
神
宮
文
庫
蔵
外
題
打
付
書
『
胡
曽
詠
史
詩
一
（
二
）』（
後
補
横
刷
毛
目
表
紙
）、
内
題
尾
題
「
胡
曽
詠
史
詩
」（
第
一
冊
の
み
。
地
に
「
胡
曽
詩
抄
上
（
下
）」
と
あ
り
）。
後
見
返
、
袋
綴
楮
紙
、
永
正
十
（
一
五
一
三
）
年
写
二
冊
」、「
縦
二
五
・
七
糎
横
一
八
・
〇
糎
、
二
十
九
丁
及
び
、
三
十
五
丁
（
墨
付
同
）、
裏
打
修
補
さ
れ
る
。
第
一
冊
は
「
云
々
亭
」
ま
で
を
収
め
る
。
奥
書
に
、
昔
三
国
一
山
之
源
恵
法
印
」
と
言
い
、
そ
の
下
に
「
欣
管
」
識
語
と
「
古
経
堂
」
陰
刻
朱
印
が
あ
る
。
第
一
・
二
冊
一
丁
表
に
「
神
宮
文
庫
」「
江
藤
文
庫
」「
興
聖
寺
公
用
」
の
朱
印
を
捺
す
。」（
Ｐ
。
１６
）
と
。
本
目
録
に
よ
っ
て
、
新
た
に
「
秋
月
磯
氏
旧
蔵
」
で
更
に
「
是
亦
宇
治
興
正
寺
旧
蔵
也
」
と
い
う
情
報
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
は
「
奥
書
云
本
云
弘
治
三
年
臘
月
中
旬
…
…
」
と
あ
る
三
十
六
冊
の
「
太
平
記
」
で
あ
る
。
既
に
『
神
宮
徴
古
館
本
太
平
―３５―
記
』（
一
九
九
四
年
二
月
和
泉
書
院
刊
）
に
翻
刻
さ
れ
、
周
到
な
解
題
が
附
さ
れ
て
い
る
。
少
々
長
い
が
解
題
を
引
文
し
て
お
く
。
「
本
書
は
明
治
中
期
に
神
宮
の
奉
賛
団
体
で
あ
っ
た
神
苑
会
が
、
神
宮
徴
古
館
の
開
設
に
あ
た
っ
て
、
当
時
福
岡
県
に
隠
棲
し
て
い
た
、
広
瀬
神
社
（
奈
良
県
）
の
元
神
官
江
藤
正
澄
か
ら
一
括
入
手
し
た
、
江
藤
文
庫
本
の
一
で
あ
る
。
正
澄
が
本
書
を
奈
良
で
購
入
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
正
澄
自
身
、
巻
四
十
の
巻
末
の
識
語
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
右
古
写
本
太
平
記
三
拾
六
巻
（
全
本
四
十
壱
巻
今
脱
十
／
十
五
廿
三
廿
四
合
五
）
巻
者
明
治
八
年
十
月
既
望
於
南
都
一
骨
董
家
価
得
之
距
今
三
百
拾
六
稔
案
可
謂
奇
世
之
珍
書
矣
後
裔
勿
忽
緒
焉
云
爾
広
湍
広
湍
神
社
大
宮
司
正
七
位
江
藤
正
澄
因
云
従
弘
治
元
年
至
永
禄
三
年
其
間
四
年
也
印
（「
江
藤
／
正
澄
」）
広
湍
は
広
瀬
と
同
じ
で
あ
る
。
江
藤
文
庫
本
は
神
宮
文
庫
に
漢
籍
の
善
本
数
部
が
蔵
さ
れ
（
長
澤
規
矩
也
編
『
神
宮
文
庫
漢
籍
善
本
解
題
』〈
１
９
７
３
年
３
月
汲
古
書
院
刊
〉
参
照
）、
神
宮
徴
古
館
に
は
『
太
平
記
』
の
他
に
は
、『
古
文
尚
書
』（
慶
長
古
活
字
本
）・『
新
葉
集
』（
江
戸
初
期
写
、
三
冊
）・『
和
漢
朗
詠
集
』（
鎌
倉
末
室
町
初
期
写
、
下
巻
の
み
）・『
文
正
草
子
』（
室
町
末
写
、
下
巻
の
み
）
な
ど
八
本
が
現
蔵
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
が
、
何
れ
も
善
本
で
あ
る
。」
と
自
筆
識
語
を
紹
介
し
、
江
藤
正
澄
が
そ
の
蔵
書
を
神
宮
文
庫
へ
献
納
す
る
に
至
る
経
緯
を
含
め
て
、
「
江
藤
正
澄
は
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
、
筑
前
国
夜
須
郡
（
現
在
の
福
岡
県
甘
木
市
）
に
秋
月
藩
士
上
野
忠
右
衛
門
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、
長
じ
て
同
藩
の
医
師
江
藤
良
禎
の
養
子
と
な
っ
た
。
以
後
正
澄
は
勤
皇
の
志
士
と
し
て
維
新
前
後
の
動
乱
を
体
験
し
、
明
治
政
府
に
よ
っ
て
太
宰
府
神
社
大
宮
司
・
大
和
の
丹
生
川
神
社
大
宮
司
・
広
瀬
神
社
大
宮
司
に
任
命
さ
れ
神
道
家
と
し
て
生
き
た
。
右
の
識
語
に
見
え
る
広
瀬
神
社
の
大
宮
司
を
拝
命
し
た
の
は
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
四
月
、
三
十
九
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
明
治
十
年
、
父
の
大
患
・
急
逝
に
よ
り
職
を
辞
し
帰
郷
、
以
後
は
官
途
に
就
か
ず
福
岡
に
住
み
、
一
万
五
千
余
冊
と
言
わ
れ
た
膨
大
な
蔵
書
を
元
手
に
古
本
屋
を
営
み
、
併
せ
て
考
古
資
料
的
出
土
品
等
の
古
物
を
商
い
生
計
を
立
て
た
。
正
澄
は
筑
前
鉄
工
会
所
を
開
設
し
た
が
負
債
を
生
じ
、
た
め
に
年
来
の
蒐
集
品
が
差
押
を
受
け
そ
う
に
な
る
と
そ
の
散
佚
を
憂
え
、
行
李
二
百
梱
包
に
も
及
ぶ
物
品
・
書
籍
を
神
宮
徴
古
館
へ
奉
納
し
た
。
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
十
二
月
の
こ
と
で
―３６―
あ
る
（『
随
神
屋
蔵
書
目
録
一
』
序
文
）。」
と
記
す
。
更
に
小
倉
に
赴
任
し
た
森
鴎
外
と
の
交
流
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
挟
ん
で
、
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
病
没
に
及
ぶ
、
七
十
七
歳
の
生
涯
に
言
及
し
た
が
、「
筆
ま
め
で
あ
っ
た
彼
の
自
筆
稿
本
の
多
く
は
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
に
遺
族
の
手
に
よ
っ
て
九
州
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
江
藤
文
庫
と
し
て
現
存
す
る
」
こ
と
に
ふ
れ
て
「
そ
の
中
に
収
め
ら
れ
る
『
随
神
屋
蔵
書
目
録
』（
０１０
ス
３
）
は
書
名
・
冊
数
の
み
な
ら
ず
、
書
写
年
代
・
奥
書
・
識
語
・
入
手
先
等
の
覚
書
も
具
備
し
、
簡
略
な
書
目
解
題
と
も
言
え
る
」
と
評
し
、
明
治
極
初
期
の
書
籍
蒐
集
に
お
け
る
江
藤
の
功
績
を
顕
彰
し
た
。
序
文
に
従
え
ば
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
二
月
の
作
成
と
思
わ
れ
る
。
「
因
に
そ
の
「
第
三
古
写
本
部
附
近
世
名
家
写
本
」
に
載
る
書
名
を
列
挙
」
し
て
、
大
方
の
注
意
を
喚
起
さ
れ
た
。
最
後
に
「『
太
平
記
』
の
項
」
を
翻
刻
し
、
次
の
如
く
記
述
さ
れ
た
。「
一
太
平
記
三
十
六
冊
奥
書
云
弘
治
元
年
臘
月
中
旬
於
寂
照
半
作
之
蝸
舎
写
独
清
再
治
之
鴻
書
凡
下
略
法
印
弁
叡
記
之
永
禄
三
年
仲
冬
下
旬
索
林
学
士
以
古
写
本
不
違
片
画
書
写
給
畢
下
略
法
印
証
之
長
野
誠
翁
云
此
本
玄
慧
法
印
之
旧
本
之
儘
写
者
常
無
之
珍
書
云
々
前
半
は
現
存
徴
古
館
本
の
奥
書
（
後
掲
）
の
抄
出
で
あ
る
が
、
傍
線
部
は
こ
の
『
随
神
屋
蔵
書
目
録
』
の
み
に
見
え
る
文
言
で
、
長
野
誠
翁
云
は
く
、
此
本
玄
慧
法
印
の
旧
本
の
儘
写
す
者
れ
ば
常
に
こ
れ
無
き
珍
書
と
云
々
。
と
読
め
、
長
野
翁
が
本
書
の
価
値
を
認
め
た
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
長
野
誠
（
一
八
〇
七
〜
一
八
九
一
）
は
福
岡
藩
の
儒
官
で
廃
藩
以
後
は
郷
土
史
の
研
究
に
つ
と
め
『
閲
史
筌
蹄
』
四
十
三
巻
の
大
著
が
あ
る
。
な
お
右
の
引
用
文
の
欄
上
に
、
明
治
八
年
十
月
於
奈
良
骨
董
家
購
得
焉
と
注
記
が
あ
り
、
先
掲
の
正
澄
識
の
記
述
に
符
合
す
る
。
以
上
が
本
書
の
旧
蔵
者
江
藤
正
澄
に
つ
い
て
で
あ
る
。」
次
に
巻
末
の
「
欣
賞
」
の
墨
書
な
ら
び
に
そ
の
下
の
朱
文
方
形
印
「
古
経
／
堂
」
に
つ
い
て
「
浄
土
宗
管
長
で
知
恩
院
七
十
五
世
住
職
で
あ
り
、
図
書
学
に
通
じ
て
い
た
養
飼
徹
定
（
一
八
一
四
〜
九
一
）
の
も
の
」
と
し
、
長
澤
規
矩
也
編
『
神
宮
文
庫
漢
籍
善
本
目
録
』
の
推
測
「
徹
定
が
福
岡
在
住
の
江
藤
家
で
観
書
の
際
に
加
へ
た
も
の
」
を
引
用
し
、
さ
ら
に
注
し
て
「（
４
）
牧
田
諦
亮
「
徹
定
上
人
年
譜
稿
」（「
仏
教
文
化
研
究
」
１４
号
、
一
九
六
八
年
三
月
）
に
拠
れ
ば
、
徹
定
は
明
治
二
十
二
（
一
八
八
八
）
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
九
州
に
赴
き
布
教
に
つ
と
め
て
お
り
（
七
十
五
歳
の
年
）、
あ
る
い
は
こ
の
時
正
澄
に
会
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
考
証
を
加
え
て
い
る
。
―３７―
簡
要
に
し
て
周
到
な
解
題
で
あ
り
、
加
え
る
べ
き
も
の
は
な
い
。
蛇
足
と
し
て
附
記
す
る
な
ら
ば
、
正
澄
自
筆
の
『
遺
憾
録
』
全
二
十
八
項
中
に
は
「
廿
一
智
恩
院
徹
定
門
主
ト
交
換
品
印
支
那
古
銭
五
六
之
事
」「
廿
四
徹
定
門
主
狩
谷
掖
齋
ノ
自
筆
ノ
古
京
遺
文
一
冊
貸
置
名
古
屋
ニ
テ
入
滅
紛
失
セ
シ
事
」
と
あ
り
、
そ
の
交
流
の
深
甚
な
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
点
で
あ
る
（
筑
紫
豊
氏
『
江
藤
正
澄
の
面
影
』、
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
）。
二
、『
寧
楽
（
奈
良
）
雑
纂
』・『
江
藤
家
蔵
物
品
目
録
』
の
紹
介
以
下
に
「
明
治
七
年
十
一
月
至
九
年
三
月
」「
明
治
九
年
七
月
成
」
を
合
綴
す
る
「
寧
楽
雑
纂
」
一
冊
よ
り
抜
抄
す
る
。
そ
の
書
誌
的
事
項
を
簡
略
に
記
す
。
香
色
後
補
表
紙
（
二
四
・
三
×
一
五
・
九
糎
）
左
肩
墨
単
枠
書
題
簽
「
寧
楽
雑
纂
」
と
墨
書
。
後
補
遊
紙
一
丁
、
扉
紙
、
左
肩
よ
り
「
奈
良
雑
纂
〔
明
治
八
年
一
月
／
第
壹
〕
と
墨
書
。
２
・
オ
よ
り
目
次
「
寧
楽
雑
纂
目
六
明
治
八
年
一
月
ヨ
リ
三
月
迄
／
長
谷
寺
蜜
奏
記
東
大
寺
三
蔵
古
物
摸
図
序
跋
目
六
／
長
谷
寺
縁
起
文
附
録
・
書
翰
細
々
要
記
〔
興
福
寺
蔵
／
貞
和
三
年
〕
／
…
／
／
…
」
で
あ
る
。
７８
オ
（
朱
）「
○
大
橋
長
熹
所
蔵
日
本
書
紀〔
神
代
／
巻
下
〕奥
書
明
治
九
年
五
月
三
十
日
於
南
都
神
道
分
局
／
以
大
橋
氏
之
本
謄
写
了
江
藤
正
澄
」
／
○
山
田
本
奥
書
云
元
和
二
十
一
朱
墨
点
了
／
本
云
乾
元
三
年
閏
四
月
廿
一
日
〔
五
月
四
日
点
了
七
日
交
了
／
以
累
家
之
本
書
写
訖
〕
／
嘉
元
二
年
林
鐘
十
日
合
私
記
了
／
同
月
廿
五
日
拭
珠
汗
書
神
名
訖
／
元
応
第
二
暦
仲
呂
廿
九
月
授
兼
豊
訖
兼
夏
正
四
位
上
行
神
祇
権
左
副
卜
部
兼
―
判
／
…
／
／
…
○
仙
石
政
和
類
聚
国
史
考
異
〔
文
化
十
二
年
ニ
ヨ
リ
テ
〕
批
校
之
目
」
…
／
／
…
（
略
）
…
」
７９
ウ
「
…
／
／
…
／
文
政
五
壬午
年
正
月
以
信
自
校
本
校
了
／
又
以
寛
文
丁
未
仲
秋
之
活
字
本
校
之
伴
信
友
」
８０
オ
（
朱
）「
伴
翁
ノ
本
イ
ト
ワ
ロ
シ
今
原
本
ヲ
借
得
テ
校
合
ノ
ツ
イ
テ
ニ
巻
首
半
面
ト
奥
書
ト
ヲ
臨
シ
ツ
コ
ノ
本
ハ
今
ハ
／
故
ア
リ
テ
六
人
部
是
香
宿
禰
ノ
蔵
本
ト
ナ
レ
リ
」
現
在
の
所
蔵
先
へ
の
関
心
は
深
く
、
落
ち
着
き
先
を
「
六
人
部
是
香
」（
京
都
六
人
部
神
社
の
神
職
、
国
学
者
）
と
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
職
に
係
る
「
情
報
網
」
を
十
分
に
活
用
し
え
た
こ
と
を
証
す
る
一
例
で
あ
ろ
う
。
―３８―
８２
オ
「「
○
」（
朱
）
二
中
暦
〔
第
二

／
第
六
迄
〕
（
朱
）「
元
一
乗
院
坊
官
復
飾
本
條
時
乗
家
蔵
／
（
朱
）「
奥
書
」
弘
治
二
年
丁
巳
十
二
月
六
七
両
日
際
写
之
写
本
…
／
／
…
／
権
僧
正
実
暁
〔
廿
九
／
三
十
一
〕」
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
二
中
歴
』（
影
印
刊
行
八
木
書
店
）
参
照
。
実
暁
に
つ
い
て
は
、
牧
野
『
日
本
中
世
の
説
話
・
書
物
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』（
２
０
０
９
・
１２
和
泉
書
院
刊
）
参
照
８３
ウ
善
財
童
子
画
巻
一
軸〔
絵
鳥
羽
僧
正
／
詞
寂
蓮
法
師
〕ト
云
集
古
会
会
員
相
見
香
雨
の
宋
版
『
仏
國
禅
師
文
殊
指
南
図
讃
』
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
（『
相
見
香
雨
集
』
所
収
青
裳
堂
〉）
参
照
。
８４
オ
「
蘇
悉
地
経
巻
中
／
（
朱
）「
奥
書
云
」
／
皇
后
藤
原
氏
光
明
子
奉
為
／
…
／
／
…
天
平
十
二
年
五
月
一
日
記
／
・
佛
説
中
心
経
奥
書
同
上
／
文
集
巻
第
四
正
応
二
年
己
丑
七
月
十
六
日
書
写
了
厳
祐
伝
」
８４
ウ
（
朱
）「
白
氏
」
・
文
集
巻
第
三
新
楽
府
上
一
冊
／
（
朱
）「
奥
書
云
」
・
寛
元
元
年
癸卯
二
月
廿
三
日
於
蓮
花
寺
北
房
書
写
了
／
・
故
王
篇
残
缺
五
葉（
朱
）「
道
鏡
写
伝
」
／
…
／
／
…
」
８５
オ
「
文
集
巻
第
四
一
巻
／
（
朱
）「
奥
書
云
」
「
嘉
禎
二
二
年
〔
歳
次
／
戊
戌
〕
八
月
十
九
日
午
時
書
写
了
／
大
和
国
十
市
郡
薬
王
寺
住
人
捨
身
求
／
菩
提
□
執
筆
浄
田
蓮
勝
房
生
年
／
廿
八
俟
為
興
法
利
生
廣
作
仏
事
者
也
／
極
楽
ト
オ
モ
ウ
ハ
カ
リ
ソ
ミ
タ
ホ
ト
ケ
／
ウ
ル
ヒ
ト
コ
ト
ニ
ツ
ミ
ヲ
ネ
ス
セ
ヨ
」
「
寧
楽
雑
纂
四
完
」（「
昭
和
６
・
１０
・
２０
」
受
入
「
江
藤
慶
三
郎
寄
贈
」（
６０４
・
ナ
・
１
））
に
つ
い
て
も
少
々
抜
抄
し
て
お
く
。
簡
略
な
書
誌
事
項
は
、

香
色
表
紙
（
２７
。３
×
１９
。０
㎝
）、
左
肩
、
単
枠
題
簽
「
寧
楽
雑
纂
四
完
」
と
墨
書
。
見
返
・
遊
紙
（
後
補
一
丁
）

扉
紙
左
肩
打
付
「
寧
楽
雑
纂
第
弐
號
／
（
朱
）「
乙
號
番
外
第
弐
」
と
墨
書
。
右
下
方
「
江
藤
慶
三
郎
（
墨
書
）
寄
贈
」
と
青
色
ス
タ
ン
プ
印
。
―３９―
扉
紙
中
央
「
昭
和
６
・
１０
・
２０
」
の
受
入
ス
タ
ン
プ
。

い
づ
れ
も
各
個
に
模
写
蒐
集
し
た
も
の
を
後
に
一
冊
に
綴
じ
た
も
の
。
１
オ
「
巻
弐
目
録
／
官
幣
大
社
神
殿
拝
殿
図
三
葉
古
印
四
種
一
葉
／
神
前
額
図
一
葉
四
濱
磬
図
一
葉
／
上
代
服
制
考
図
〔
蜷
川
式
胤
／
一
葉
〕
女
帝
御
宝
冠
図
一
葉
／
顧
野
王
玉
篇
摸
本
〔
石
山
寺
経
蔵
本
今
／
秋
月
故
磯
淳
現
蔵
〕
二
葉
正
平
版
論
語
摸
本
〔
秋
月
磯
氏
／
現
蔵
〕
一
葉
和
漢
朗
詠
集
摸
本
〔
鎌
倉
年
代
物
／
今
随
神
屋
蔵
〕
一
葉
朝
鮮
板
呂
宇
治
卿
約
同
上
蔵
一
葉
／
筑
後
吉
井
若
宮
八
幡
古
器
図
一
葉
長
禄
二
年
武
州
江
戸
図
一
葉
／
明
治
四
東
京
博
覧
会
緒
言
一
葉
菅
家
紅
梅
指
図
二
葉
／
ヤ
マ
ア
ラ
シ
ノ
シ
ャ
チ
豪
猪
図
一
葉
名
護
屋
金
鯱
図
／
…
／
／
…
」
１０
オ
「（
朱
・
墨
交
り
）
顧
野
王
玉
篇
缺
巻
〔
？
〔

〕
言 虫ク
〕〔
竹
恚
反
尓
雅


□
〔
〕
郭
璞
／
曰
以
事
相
属
梁
為

也
〕
「（
朱
・
墨
交
り
）「
表
」

〔
女
恚
反
…
／
蔡
謨
曰

託
…
〕
「
裏
」
金
剛
界
私
記
一
巻
治
安
元
年
八
月
廿
八
日
以
石
泉
御
本
写
之

〔
ホ
〕
康
平
六
年
七
月
廿
於
平
□
院
□
□
□
□
佛
子
快
算
１０
ウ
書
影
鈔
玉
篇
古
本
後
／
影
鈔
梁
顧
野
王
玉
篇
若
干
巻
注
文
多
於
今
行
諸
本

梁
代
原
本
彼
佚
而
我
存
者
歟
但
其
缺
佚
不
完
為
可
惜
／
而
覩
斑
窺
豹
又
可
珎
也
余
嘗
謂
海
西
之
邦
屡
…
更
新
即
廃
古
以
赴
今
至
／
…
／
／
…
／
甲
午
重
陽
後
二
日
林
衡
識
／
□
□
／
玉
篇
巻
第
廿
七
〔
同
七
部
／
四
百
廿
二
字
〕
／
…
／
／
…
１１
オ
「
…
／
／
…
／
文
化
五
年
九
月
主
□
源
常
〔
〕

摺
／
…
／
／
…
」
１１
ウ
「
石
山
寺
経
蔵
」
／
…
／
／
…
」
１２
オ
経
ト
本
文
ハ
版
／
假
字
ハ
後
ニ
書
／
加
エ
タ
ル
モ
ノ
也
論
語
先
進
第
十
一
何
晏
集
解
〔
凡
二
十
／
三
章
〕
子
曰
先
進
於
礼
楽
野
人
也
後
進
於
／
―４０―
（
四
行
分
移
写
あ
る
も
省
略
）
１２
ウ
正
平
甲
辰
五
月
七
□
日
謹
誌
／
論
語
巻
第
十
〔
経
一
千
二
百
二
十
三
字
／
注
一
千
一
百
七
十
五
字
〕
右
論
語
同
刻
者
世
有
三
本
…
…
…
…
明
和
紀
元
之
冬
平
安
平
敬
通
伯

謹
識
」
１３
オ
和
漢
朗
詠
集
下
／
松
／
四
行
／
１３
ウ
帝
王
付
法
皇
／
な
に
わ
つ
に
さ
く
や
こ
の
花
…
／
…
／
ち
り
ぬ
れ
は
ま
た
く
る
春
は
さ
き
ぬ
め
り
／
…
／
磯
氏
所
蔵
／
凡
五
百
年
以
上
の
も
の
と
い
ふ
紙
は
薄
様
な
り
／
江
藤
正
澄
摸
写
」
６０４
・
ナ
・
１

第
四
巻
（
第
二
冊
目
）
１４
オ
朱
子
増

呂
氏
郷
約
〔
伊
羅
〕
／
同
郷
之
約
四
伊尼
一
曰
…
１４
ウ
授
其
次
…
…
…
（
中
略
）
…
…








	
…
…
（
中
略
）
…
…
奥
ニ
月
旦
集
会
読
約
之
図
ア
リ
／
右
朝
鮮
版
一
巻
磯
淳
蔵
本
江
藤
正
澄
摸
写
」
以
下
は
『
江
藤
家
蔵
物
品
目
録
』
一
冊
に
拠
る
。『
江
藤
家
蔵
物
品
目
録
』
一
冊
の
簡
略
な
書
誌
事
項
を
記
す
。
香
色
布
目
七
宝
繋
後
補
表
紙
（
一
八
・
一
×
一
二
・
四
糎
）、
左
肩
に
単
枠
書
題
簽
「
江
藤
家
蔵
物
品
目
録
完
」
と
墨
書
。
遊
紙
前
三
丁
、
１
・
オ
右
下
に
「
江
藤
文
庫
」（
双
枠
朱
文
印
）。
そ
の
凡
例
を
示
す
。「
凡
例
／
一
此
珍
蔵
目
六
ハ
正
澄
三
十
有
余
年
間
見
聞
ニ
従
ヒ
蒐
集
ス
ル
所
ニ
シ
／
テ
其
数
凡
幾
千
ナ
ル
ヲ
シ
ラ
ズ
中
ニ
ハ
古
今
ノ
等
差
ト
雅
俗
ノ
混
淆
ト
ノ
ナ
キ
ニ
シ
モ
／
ア
ラ
サ
レ
ド
此
目
次
ニ
ハ
古
雅
ナ
ル
珍
品
ヲ
撰
ヒ
鄙
近
ナ
ル
俗
物
ヲ
ハ
省
ケ
リ
／
一
此
書
中
渾
テ
種
類
ヲ
区
別
シ
テ
十
二
門
ト
ス
是
ハ
看
官
ノ
捜
索
ニ
便
シ
展
／
閲
ス
ル
ニ
倦
サ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
厭
ヘ
ハ
ナ
リ
／
一
所
謂
十
二
門
ト
ハ
第
一
石
器
第
二
陶
器
第
三
金
器
第
四
木
器
第
五
／
経
巻
第
六
書
籍
第
七
画
図
第
八
法
帖
第
九
神
仏
像
第
十
観
古
室
／
古
材
第
十
一
庭
上
品
物
第
十
二
雑
品
ナ
リ
」
一
現
今
三
室
ニ
陳
列
ス
ル
所
ハ
玉
石
錯
雑
シ
テ
区
別
判
然
ナ
ラ
サ
―４１―
ル
モ
ノ
尠
ト
セ
／
ス
侘
日
泰
西
ノ
動
植
物
又
ハ
地
質
学
士
等
ニ
諏
リ
テ
博
物
会
場
ノ
体
裁
／
ニ
模
擬
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ナ
リ
／
一
物
品
ノ
出
所
明
瞭
ナ
ル
限
リ
ハ
下
層
ノ
之
ヲ
記
載
シ
傍
ラ
時
代
製
造
精
／
粗
○
〔
ヲ
？
〕
〔
ノ
〕
考
案
□
ク
モ
ノ
ヲ
モ
添
附
シ
タ
ル
ハ
後
進
晩
達
ノ
徒
ニ
其
大
概
ヲ
知
ラ
シ
メ
ン
為
／
ノ
婆
心
ノ
ミ
／
明
治
二
十
一
年
七
月
念
七
日
編
輯
者
亦
識
／
（
朱
）「
明
治
二
十
三
年
七
月
修
補
之
」
と
」
「
第
一
石
器
部
」
の
首
を
示
せ
ば
、
６
オ
「
（
朱
）「
第
／
壱
」
石
器
部
按
ニ
石
工
ハ
神
代
ヨ
リ
ア
リ
…
／
…
／
〔
黒
川
真
頼
／
一
冊
〕
工
芸
志
料
〔
同
上
／
二
冊
〕
日
本
石
器
考
〔
神
田
／
孝
平
〕〔
図
共
／
二
冊
〕
人
類
学
会
〔
東
京
本
局
／
毎
月
出
版
〕
参
看
ス
ベ
シ
（
朱
）「
第
一
番
」
一
石
剣
一
口
長
七
寸
五
歩
巾
柄
頭
二
寸
一
歩
…
」
の
如
く
で
あ
る
。
部
類
分
け
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
下
に
丁
数
を
示
す
。
石
器
部
６
オ
〜
１０
ウ
陶
器
部
７
オ
〜
１３
オ
、
１４
オ
〜
１６
ウ
白
紙
金
器
部
１７
オ
〜
２３
オ
木
器
部
２４
オ
〜
２８
オ
、
２９
オ
〜
３２
ウ
白
紙
「
第
六
書
籍
部
」
の
首
を
示
す
。
（
朱
）「
第
六
」
書
籍
部
３３
オ
「
（
朱
）「
第
六
」
書
籍
部
／
一
和
漢
朗
詠
集
上
巻
缺
下
一
冊
／
鳥
ノ
子
紙
ノ
表
裏
〔
俗
云
大
／
和
綴
〕
上
代
様
ニ
テ
写
シ
オ
コ
ト
点
ヲ
朱
ニ
テ
附
ス
鎌
倉
年
代
／
ノ
モ
ノ
ナ
リ
奥
書
ナ
シ
可
惜
コ
ト
ナ
リ
／
一
古
今
和
歌
集
大
形
本
全
二
冊
／
一
趙
氏
孟
子
〔
金
沢
文
庫
本
／
有
黒
印
〕
全
四
冊
／
此
本
鎌
倉
ノ
末
年
金
沢
越
後
守
（
空
白
）
カ
武
州
（
空
白
）
郡
金
沢
ニ
文
庫
ヲ
建
テ
儒
仏
ノ
書
ヲ
蒐
／
集
シ
タ
ル
中
ノ
一
種
ナ
リ
」
と
あ
り
、
３３
・
ウ
〜
３７
・
ウ
ま
で
白
紙
。
更
に
、
３８
・
オ
か
ら
「
第
七
畫
図
部
」
が
あ
り
、
３８
・
ウ
〜
４５
・
ウ
ま
で
白
紙
。
４６
・
オ
「
二
十
四
古
銭
箱
」
と
続
く
。
５０
・
ウ
白
紙
。
５１
・
オ
か
ら
「
（
朱
）
第
五
経
巻
部
」
が
始
ま
る
。
経
巻
部
著
録
の
す
べ
て
を
翻
字
し
て
お
く
。『
随
神
屋
蔵
書
目
録
』
に
著
録
の
も
の
多
し
。
―４２―
５１
オ
「
（
朱
）
第
五
経
巻
部
／
一
法
華
玄
賛
巻
第
二
本
一
冊
／
大
和
国
平
群
郡
○
〔
法
隆
寺
〕
旧
蔵
也
本
文
用
レ
朱
書
賛
用
レ
墨
書
原
巻
軸
ナ
ル
ヲ
中
古
綴
本
／
ノ
体
ニ
変
セ
リ
按
天
平
年
間
之
写
経
无
疑
者
ナ
リ
寧
楽
骨
董
家
ニ
テ
明
治
八
年
／
中
購
之
／
一
大
灌
頂
経
巻
第
七
一
巻
／
右
同
寺
一
切
経
蔵
中
之
一
奥
書
云
天
平
三
年
八
月
九
日
豊
前
国
／
豊
津
人
松
本
正
足
ト
交
換
シ
テ
得
ル
所
ナ
リ
筆
者
当
時
ノ
写
経
生
ナ
リ
／一
称
讃
浄
土
経
一
巻
／
大
和
国
葛
下
郡
當
麻
寺
ノ
奥
院
ノ
所
伝
ナ
リ
筆
者
中
将
法
女
前
知
恩
／
院
門
主
徹
定
人
人
ノ
説
ニ
法
女
在
世
中
心
願
ニ
ヨ
リ
テ
一
千
部
ノ
此
経
巻
ヲ
謄
／
写
ス
ト
是
其
一
ナ
リ
明
治
九
年
六
月
於
奈
良
買
得
之
」
５１
ウ
「
大
般
若
経
巻
第
二
百
三
十
二
一
巻
／
大
和
国
薬
師
寺
八
幡
宮
ノ
墨
印
ヲ
捺
ス
按
ニ
天
平
年
間
ノ
写
経
ナ
リ
明
治
八
年
／
於
寧
楽
骨
董
舗
買
得
焉
／
一
同
経
一
百
三
十
九
一
巻
同
蔵
経
ナ
リ
年
序
ヲ
経
ル
中
紛
失
セ
シ
ヲ
以
テ
写
シ
継
キ
タ
ル
モ
ノ
ト
見
ユ
ル
延
暦
前
後
／
ノ
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ
／
一
古
写
経
法
華
経
歟
前
後
缺
一
巻
／
此
経
巻
明
朝
モ
上
絹
〔
巾
／
尺
〕
二
経
ヲ
引
キ
テ
一
行
二
十
字
詰
ニ
写
セ
シ
モ
ノ
也
／
筆
跡
ハ
啻
ナ
ラ
ズ
或
ハ
支
那
人
ニ
テ
モ
ア
ル
ベ
シ
奥
書
云
／
自
遍
智
院
親
王
奉
傳
領
之
／
法
印
権
大
僧
都
弘
尊
／
明
治
二
十
三
年
九
月
十
四
日
□
〔
宮
〕
本
量

買
取
な
り
博
多
某
ヨ
リ
之
買
得
タ
ル
モ
ノ
ト
云
／
重
テ
可
レ
調
事
也
」
５２
オ
「
神
仏
像
／
…
／
／
…
」
以
下
殆
ど
白
紙
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
墨
書
あ
り
「
庭
上
品
物
」
な
ど
と
記
す
。
以
上
、『
随
神
屋
蔵
書
目
録
書
籍
之
部
』『
寧
楽
（
奈
良
）
雑
纂
』
『
江
藤
家
蔵
物
品
目
録
』
電
覧
の
心
覚
え
と
し
て
処
々
の
抜
き
書
き
を
随
意
に
記
述
し
た
が
、
そ
の
質
量
に
お
い
て
明
治
期
の
九
州
に
お
け
る
蔵
書
家
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
２
０
１
０
年
現
在
、
今
後
も
有
用
な
資
料
と
し
て
活
用
す
べ
き
記
述
を
多
く
含
む
も
の
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。『
随
神
屋
所
蔵
目
録
』「
第
一
古
写
経
部
」
に
著
録
を
見
る
一
点
、
「
南
都
一
骨
董
舗
求
之
一
円
覚
経
略
疏
之
鈔
第
一
之
二
欠
一
冊
奥
書
云
永
仁
参
年
乙
未
五
月
十
四
日
書
写
之
畢
執
筆
大
宋
圀
杭
州
路
仁
私
縣
居
人
智
恵
之
海
印
寺
常
什
物
／
」
と
あ
る
『
円
覚
経
略
疏
之
鈔
』
第
一
之
二
一
冊
で
あ
る
。
―４３―
こ
の
宋
人
智
恵
に
つ
い
て
は
、
先
行
論
文
と
し
て
大
屋
徳
城
「
叡
山
版
に
つ
い
て
」（『
著
作
集
』
第
三
巻
所
収
）、
納
富
常
天
『
金
沢
文
庫
資
料
の
研
究
稀
覯
資
料
篇
』（
法
蔵
館
、
１
９
９
５
年
７
月
）、
横
内
裕
人
「
久
米
田
寺
の
唐
人
―
宗
人
書
生
と
真
言
律
宗
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
１３２
号
、
勉
誠
出
版
、
２
０
１
０
年
５
月
）
が
あ
り
、
次
の
点
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。
智
恵
の
手
に
係
る
写
本
と
し
て
金
沢
文
庫
保
管
称
名
寺
蔵
〔
鎌
倉
時
代
後
期
〕
写
『
大
方
広
仏
華
厳
経
随
疏
演
義
鈔
』（
以
下
『
演
義
鈔
』）
計
三
十
三
帖
と
同
蔵
『
大
方
広
仏
華
厳
経
疏
』（
以
下
『
華
厳
経
疏
』）
計
十
四
帖
が
現
存
し
て
い
る
。
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
演
義
鈔
』
巻
第
十
六
の
一
帖
は
智
恵
の
手
に
な
る
も
の
で
、
称
名
寺
か
ら
流
出
し
た
聖
教
と
考
え
ら
れ
る
。
納
富
氏
に
よ
る
と
、
他
に
『
華
厳
経
』・『
円
覚
経
略
疏
之
鈔
』
も
智
恵
の
手
に
係
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「『
華
厳
経
』（
鎌
倉
某
氏
所
蔵
）
巻
第
二
の
尾
に
「
永
仁
三
年
乙
未
十
二
月
日
於
泉
州
久
米
多
寺
書
写
畢
執
筆
唐
人
智
恵
」
と
あ
り
、
僚
巻
の
所
在
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
宋
人
智
恵
に
よ
っ
て
『
華
厳
経
』
が
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
」
「
ま
た
『
円
覚
経
略
疏
之
鈔
』（
成
簣
堂
文
庫
蔵
）
巻
三
之
一
の
尾
に
「
永
仁
四
年
丙
申
六
月
五
日
於
泉
州
久
米
多
寺
写
之
畢
執
筆
唐
人
智
恵
」
と
あ
り
、
僚
巻
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
が
、
智
恵
に
お
け
る
経
論
書
写
の
実
情
か
ら
、
独
力
で
書
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。」と記
述
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
『
随
神
屋
所
蔵
目
録
』
に
基
づ
き
『
円
覚
経
略
疏
之
鈔
』
の
「
巻
第
一
之
二
」
の
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
奥
書
に
「
永
仁
参
年
乙
未
五
月
十
四
日
書
写
之
畢
執
筆
大
／
宋
圀
（
？
）
杭
州
路
仁
私
縣
居
人
智
慧
之
海
印
寺
常
什
物
」
と
あ
る
新
知
見
を
得
た
こ
と
に
な
る
。
明
治
初
期
、
金
沢
文
庫
旧
蔵
本
が
、「
南
都
一
骨
董
舗
」
で
購
入
さ
れ
九
州
博
多
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
更
に
留
意
す
べ
き
記
述
が
「
大
／
宋
圀
（
？
）
杭
州
路
仁
私
縣
居
人
智
慧
之
」
と
「
海
印
寺
常
什
物
」
の
二
点
で
あ
る
。
納
富
氏
は
「『
華
厳
演
義
鈔
』
は
十
九
巻
三
十
三
冊
残
存
し
、
非
常
に
端
麗
な
書
体
で
あ
る
が
、
そ
の
巻
第
十
一
下
尾
に
「
本
云
、
寿
昌
元
年
乙
亥
歳
、
高
麗
国
大
興
王
寺
、
奉
宣
彫
、
永
仁
三
年
乙
未
十
一
月
九
日
、
於
泉
州
久
米
多
寺
書
写
畢
、
執
筆
大
唐
国
行
在
臨
安
府
小
堰
門
保
安
橋
居
洪
三
官
人
書
一
校
了
」、
巻
第
十
五
下
の
尾
に
「
本
云
、
寿
昌
元
年
乙
亥
歳
、
高
麗
国
大
興
王
寺
、
奉
宣
彫
造
、
永
仁
四
年
申
二
月
七
日
、
於
泉
州
久
米
多
寺
書
写
、
執
筆
唐
人
智
恵
」
と
あ
り
、
高
麗
版
に
よ
り
、
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
十
一
月
九
日
お
よ
び
永
仁
四
年
二
月
七
日
久
米
多
寺
に
お
い
て
洪
三
官
人
と
智
恵
が
書
写
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
洪
三
官
人
は
そ
の
筆
跡
か
ら
智
恵
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。」
と
し
洪
三
官
人
を
智
恵
と
同
一
人
物
と
さ
れ
た
。
横
内
氏
は
、
さ
―４４―
ら
に
展
開
し
て
「
南
宋
の
首
都
で
あ
っ
た
「
行
在
臨
安
府
」（
杭
州
）
に
居
住
し
て
い
た
官
人
洪
三
が
、
永
仁
三
年
十
一
月
廿
九
日
以
降
に
久
米
田
寺
で
出
家
し
て
そ
の
名
を
智
恵
に
改
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。」
と
し
て
「
永
仁
三
年
十
一
月
」
以
降
の
出
家
、「
智
恵
」
は
出
家
後
の
名
と
し
た
の
で
あ
る
。『
随
神
屋
所
蔵
目
録
』
に
基
づ
く
『
円
覚
経
略
疏
之
鈔
』「
巻
第
一
之
二
」
奥
書
に
拠
っ
て
「
永
仁
参
年
乙
未
五
月
」
時
点
で
既
に
「
智
慧
」
と
号
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
が
一
点
で
あ
る
。
今
ひ
と
つ
の
点
は
「
海
印
寺
常
什
物
」
と
い
う
注
記
で
あ
る
。
ど
の
時
点
の
注
記
な
の
か
、
不
詳
で
あ
る
が
、
『
大
方
広
仏
華
厳
経
疏
』
巻
第
十
一
下
尾
や
巻
第
十
五
下
尾
に
「
寿
昌
元
年
乙
亥
歳
、
高
麗
国
大
興
王
寺
、
奉
宣
彫
」
と
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
も
の
の
手
に
係
る
注
記
か
、
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
ち
な
み
に
成
簣
堂
文
庫
蔵
『
円
覚
経
略
疏
之
鈔
』
巻
三
之
一
の
僚
巻
で
あ
る
『
円
覚
経
略
疏
之
鈔
』
巻
三
之
二
の
前
欠
一
帖
を
家
蔵
す
る
の
で
、
簡
略
な
書
誌
を
記
し
て
お
く
（
後
掲
写
真

参
照
）。
円
覚
経
略
疏
之
鈔
永
仁
四
年
釈
智
恵
写
（
前
欠
）
大
一
帖
紺
布
貼
り
ボ
ー
ル
紙
帙
入
り
、
左
肩
よ
り
帙
題
簽
「
円
覚
経
略
疏
之
鈔
残
簡
」
と
墨
書
。
前
表
紙
欠
、
後
表
紙
（
あ
る
い
は
原
後
見
返
し
か
）
有
、
本
文
前
欠
、
本
文
初
行
以
下
「
四
也
無
為
存
生
滅
開
者
準
論
生
滅
門
中
亦
有
真
如
猶
如
／
湿
中
不
必
波
動
波
動
中
則
必
有
…
…
」
と
。
本
文
料
紙
大
き
さ
、
縦
二
七
・
四
×
横
一
七
・
三
糎
。
粘
葉
装
両
面
書
、
界
線
有
無
不
明
。
字
面
高
さ
約
二
一
・
五
糎
。
毎
半
葉
、
七
行
々
二
十
一
乃
至
二
十
二
字
、
全
八
丁
、
墨
付
七
丁
、
７
・
オ
尾
題
「
円
覚
経
略
疏
之
鈔
巻
第
三
之
二
」
と
本
文
同
筆
墨
書
。
７
・
ウ
書
写
奥
書
「
永
仁
四
年
（
丙
／
申
）
六
月
九
日
於
泉
州
久
米
多
寺
書
写
畢
／
（
８
字
空
）
執
筆
唐
人
智
恵
」
と
。
本
文
共
紙
後
表
紙
糊
代
に
「
卅
二
丁
」
と
墨
書
。
従
っ
て
、
前
廿
七
丁
（
紙
）
欠
。
三
、
む
す
び
―
―
秋
月
磯
氏
旧
蔵
本
―
―
明
治
三
十
年
代
以
降
の
集
古
会
を
考
え
る
と
き
、
集
古
会
誌
上
に
文
章
も
な
く
例
会
に
出
品
も
し
て
い
な
い
江
藤
正
澄
の
存
在
は
重
要
で
あ
る
。
集
古
会
例
会
・『
集
古
会
誌
』
の
い
ず
れ
に
も
そ
の
痕
跡
を
認
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
名
簿
に
名
を
残
す
ば
か
り
の
地
方
趣
味
家
（
い
わ
ゆ
る
「
購
読
会
員
」「
幽
霊
会
員
」）
が
、
幕
末
・
明
治
書
誌
学
の
名
著
『
古
経
題
跋
』
選
者
の
古
経
堂
主
人
養
飼
徹
定
や
小
倉
滞
在
中
の
森
鴎
外
の
訪
書
を
う
け
、
更
に
そ
の
蔵
書
の
富
は
遙
か
に
聞
こ
え
て
史
料
編
纂
所
の
久
米
・
黒
板
の
九
州
訪
書
の
訪
問
先
の
ひ
と
つ
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
―４５―
集
古
会
と
い
う
明
治
期
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
ひ
と
つ
の
網
目
を
介
し
た
林
・
三
村
・
横
尾
・
鹿
田
と
い
う
近
代
書
誌
学
の
先
駆
者
と
の
交
流
を
通
し
て
、
書
誌
情
報
・
典
籍
蒐
集
に
お
い
て
殆
ど
最
先
端
と
い
っ
て
よ
い
知
見
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。
明
治
期
の
奈
良
に
お
い
て
既
に
『
長
谷
寺
密
奏
記
』
の
採
訪
時
、
詳
細
に
本
文
を
採
録
し
、
ま
た
、
史
料
編
纂
所
の
謄
写
本
を
転
写
し
て
い
わ
ゆ
る
「
博
多
日
記
」
を
自
ら
の
考
証
に
活
用
し
て
い
る
な
ど
、
資
料
か
ら
研
究
考
証
、
考
証
か
ら
資
料
へ
、
と
い
う
循
環
サ
イ
ク
ル
を
研
究
の
基
本
に
お
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
江
藤
正
澄
の
蒐
集
に
関
し
て
看
過
し
得
な
い
一
点
は
、
江
藤
の
蔵
書
に
占
め
た
「
秋
月
磯
氏
」
旧
蔵
本
の
重
さ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
前
節
「
胡
曽
詩
鈔
」
の
記
述
で
、「
秋
月
磯
氏
蔵
本
」
と
い
う
新
し
い
知
見
を
示
し
た
が
、
今
、『
寧
楽
雑
纂
』『
随
神
屋
蔵
書
目
録
』
に
拠
り
、
秋
月
磯
氏
旧
蔵
本
を
列
記
す
る
な
ら
ば
、
「
寧
楽
雑
纂
四
完
」
に
は
「
目
録
」
に
「
顧
野
王
玉
篇
摸
本
〔
石
山
寺
経
蔵
本
今
／
秋
月
故
磯
淳
現
蔵
〕
二
葉
正
平
版
論
語
摸
本
〔
秋
月
磯
氏
／
現
蔵
〕
一
葉
和
漢
朗
詠
集
摸
本
〔
鎌
倉
年
代
物
／
今
随
神
屋
蔵
〕
一
葉
朝
鮮
板
呂
宇
氏
卿
約
同
上
蔵
一
葉
」
と
あ
る
。「
顧
野
王
玉
篇
摸
本
〔
石
山
寺
経
蔵
本
今
／
秋
月
故
磯
淳
現
蔵
〕」
な
ど
の
記
述
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
（
田
中
光
顕
な
ど
）
が
、「
和
漢
朗
詠
集
摸
本
〔
鎌
倉
年
代
物
／
今
随
神
屋
蔵
〕」
も
、
「
１３
オ
和
漢
朗
詠
集
下
／
松
／
四
行
／
１３
ウ
帝
王
付
法
皇
／
な
に
わ
つ
に
さ
く
や
こ
の
花
…
／
…
／
ち
り
ぬ
れ
は
ま
た
く
る
春
は
さ
き
ぬ
め
り
／
…
／
磯
氏
所
蔵
／
凡
五
百
年
以
上
の
も
の
と
い
ふ
紙
は
薄
様
な
り
／
」
と
あ
り
、
模
本
作
成
時
「
磯
氏
所
蔵
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
１４
オ
朱
子
増
損
呂
氏
郷
約
〔
伊
羅
〕
／
…
…
（
略
）
…
…
…
右
朝
鮮
版
一
巻
磯
淳
蔵
本
」
と
あ
る
。
随
神
屋
蔵
書
目
録
二
（
０１０
／
２
／
３
）
よ
り
拾
う
な
ら
ば
、
秋
月
磯
氏
蔵
本
一
勅
脩
百
丈
清
規
一
冊
秋
月
磯
氏
蔵
同
上
一
論
語
義
疏
拾
冊
秋
月
磯
氏
旧
蔵
購
得
之
一
尚
書
同
上
一
古
文
孝
経
―４６―
同
上
一
大
学
秋
月
磯
氏
旧
蔵
同
上
一
周
易
二
冊
宇
治
興
正
寺
旧
蔵
右
与
尚
書
大
学
等
同
写
本
同
上
一
黄
石
公
三
略
秋
月
磯
氏
旧
蔵
同
上
一
胡
曽
詩
抄
秋
月
磯
氏
旧
蔵
同
上
一
論
語
何
晏
集
解
四
冊
同
上
一
禅
儀
外
文
集
一
冊
と
列
記
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
漢
籍
の
多
く
が
長
澤
規
矩
也
編
『
神
宮
文
庫
漢
籍
善
本
解
題
』
に
解
題
を
附
し
て
著
録
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
江
藤
正
澄
が
秋
月
磯
氏
所
蔵
の
典
籍
類
を
購
入
し
て
い
る
こ
と
は
、
特
に
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
長
澤
氏
を
し
て
「
今
次
調
査
の
第
一
回
の
際
に
之
を
普
通
書
中
か
ら
発
見
し
た
と
き
の
予
の
喜
は
筆
紙
に
尽
し
難
き
も
の
が
あ
り
」
と
嘆
息
せ
し
め
た
南
北
朝
覆
宋
刊
『
爾
雅
』
三
巻
な
ど
を
も
加
え
て
、
こ
の
「
秋
月
香
風
／
樓
磯
氏
印
」「
興
聖
寺
公
用
」
の
印
や
『
随
神
書
屋
目
録
』
の
注
記
「
秋
月
磯
氏
蔵
本
」「
故
磯
淳
現
蔵
」
に
関
し
て
は
留
意
す
べ
き
略
年
譜
記
事
が
あ
る
の
で
、
引
い
て
お
く
。
筑
紫
豊
氏
『
秋
月
が
生
ん
だ
明
治
の
文
化
人
江
藤
正
澄
の
面
影
』
（
秋
月
郷
土
資
料
館
）
所
収
「
随
神
屋
主
江
藤
正
澄
略
伝
草
稿
（
明
治
二
十
二
年
脱
稿
、
三
十
九
年
増
補
）」
に
拠
れ
ば
正
澄
は
、
京
都
へ
上
る
こ
と
多
く
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
二
月
二
十
一
日
、
金
毘
羅
参
詣
、
三
月
三
日
に
京
都
内
裏
雛
合
を
観
、
伊
勢
内
外
参
詣
、
帰
途
大
和
を
巡
り
、
四
月
十
日
に
帰
国
を
初
度
と
し
て
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
三
月
九
日
、
書
籍
調
の
た
め
上
京
、
二
十
四
日
着
京
、
三
十
日
離
京
、
閏
三
月
九
日
に
帰
国
し
た
の
を
二
度
目
と
す
る
。
勤
王
家
と
し
て
の
活
動
の
最
中
、
明
治
二
年
六
月
六
日
、
甲
斐
よ
り
の
帰
国
の
途
次
、
入
京
し
、「
京
の
大
学
校
大
助
教
磯
淳
・
公
用
人
江
藤
東
一
郎
に
会
ふ
。
淳
は
素
、
正
澄
の
素
読
の
師
た
る
を
以
て
…
…
…
」
と
あ
る
の
は
本
人
の
証
言
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
熊
本
神
風
連
の
乱
に
呼
応
し
て
蜂
起
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
秋
月
の
乱
の
渦
中
の
ひ
と
り
、
秋
月
藩
の
磯
淳
が
、
江
藤
の
「
素
読
の
師
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。『
胡
曽
詩
抄
』
を
始
め
と
し
た
漢
籍
類
は
、「
宇
治
興
聖
寺
―４７―
旧
蔵
」
の
典
籍
を
「
京
の
大
学
校
大
助
教
」
で
あ
っ
た
秋
月
藩
の
磯
淳
が
お
そ
ら
く
京
都
で
蒐
集
し
た
も
の
で
、
江
藤
の
蒐
書
の
功
績
の
あ
る
部
分
は
幼
少
時
の
師
「
磯
淳
」
に
譲
る
べ
き
性
格
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
す
べ
て
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
本
稿
は
、
平
成
二
十
二
年
度
科
学
研
究
費
（
挑
戦
的
萌
芽
研
究
）
課
題
番
号
２
０
６
５
２
０
１
８
「
趣
味
家
集
団
「
集
古
会
」
が
近
代
の
中
世
（
文
学
）
研
究
の
生
成
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
の
研
究
」
に
基
づ
く
成
果
で
あ
る
。
資
料
閲
覧
・
部
分
引
用
の
御
許
可
を
頂
い
た
九
州
大
学
附
属
図
書
館
当
局
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
江
藤
正
澄
の
資
料
に
関
し
て
は
宗
像
大
社
神
宝
館
河
窪
奈
津
子
・
重
住
真
貴
子
の
両
氏
に
多
大
な
ご
教
示
を
頂
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
〈
追
記
〉
二
〇
一
〇
年
八
月
二
〇
日
、
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
（
於
ト
ロ
ン
ト
大
学
）
に
お
い
て
「Tendai
D
angisho
（Sem
inary
Tem
ples
）and
the
L
ate
13th
C
entury
H
igashiyam
a
B
yakugo-in
A
red
―From
the
Per-
spectirve
of
Text
N
etw
orks
―
」
と
題
し
た
報
告
を
行
っ
た
。
東
山
写真１ 林若吉宛江藤正澄ハガキ表
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―４８―
白
毫
院
と
小
川
宝
菩
堤
院
の
交
流
を

東
山
〔
文
物
〕
交
流
圏

と
称
す
べ
き

地
域
（
安
居
院
や
霊
山
院
）
と
し
て
考
え
、
良
含
や
元
東
寺
阿
閣
梨
の
澄
豪
の
伝
授
受
の
年
譜
に
辿
り
返
し
た
も
の
で
あ
る
。
比
叡
山
に
お
け
る
宋
人
「
書
生
」
の
活
躍
に
多
少
ふ
れ
た
が
、
本
稿
の

智
恵

を
も
加
え
、
改
め
て
考
察
を
試
る
予
定
。
ま
た
、
西
山
宝
菩
堤
院
は
、
西
山
法
華
〔
山
〕
寺
と
近
接
し
た

西
山
〔
文
物
〕
交
流
園

に
あ
り
、
成
菩
堤
院
蔵
の

智
満
寺
旧
蔵
法
華
寺
逓
蔵

鎌
倉
前
中
期
書
写

台
密

聖
教
類
も
、
そ
う
し
た
ル
ー
ト
を
経
由
し
た
可
能
性
を
視
野
の
一
角
に
容
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
―
九
月
七
日
記
―
（
ま
き
の
か
ず
お
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）
―４９―
